
よりそい、見つめ合います
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■笑味ちゃんのエーコープマーク品活用術
　アサリのあったかひやむぎ／おろしとじゃこのさっぱりひやむぎ
■スマイルＪＡ女性会　フレミズつなぐラボ2025
■家庭菜園便利帖　メロン

1
2

第25回フォトコンテスト入賞作品 「浅間を望む」　有井 寿美男さん（佐久穂町）

Ⓒみんなのよい食プロジェクト

組合員の負託に応えるＪＡを目指して
みんなの快眠講座
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■資料：ＪＡ広報通信

組
合
員
の
負
託
に
応
え
る

　
　
　
　
　
Ｊ
Ａ
を
目
指
し
て

令
和
６
年
度 

支
所（
店
）運
営
委
員
会

主
な
ご
意
見
・
ご
要
望
と
Ｊ
Ａ
の
回
答

　

２
月
13
日
か
ら
19
日
に
か
け
て
11
会

場
で
第
２
回
支
所（
店
）
運
営
委
員
会
を

開
き
、
委
員
２
６
０
人（
出
席
率
73
・

４
％
）が
出
席
し
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
貴
重
な
ご

意
見
や
ご
要
望
を
今
後
の
Ｊ
Ａ
運
営
に

反
映
し
、
期
待
に
応
え
る
事
業
展
開
を

図
り
ま
す
。

特集1
特集2

御代田支所運営委員会（2 月 18 日）

生
産
資
材
配
送
の
合
理
化
に
つ
い
て

生
産
資
材
配
送
の
合
理
化
と
し
て
、
配

送
時
間
の
短
縮
に
取
り
組
み
、
費
用
の
削

減
や
農
家
直
送
便
の
メ
リ
ッ
ト
を
ア
ナ
ウ

ン
ス
し
て
利
用
拡
大
を
図
っ
て
い
る
が
、

大
口
の
農
薬
・
肥
料
を
直
送
し
た
場
合
の

メ
リ
ッ
ト
は
あ
る
の
か
。

配
送
に
つ
い
て
は
業
者
委
託
等
に
よ

り
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
資
材
倉
庫
の
効

率
化
や
輸
送
体
系
の
見
直
し
に
よ
り
配
送

時
間
を
短
縮
す
る
な
ど
、
配
送
料
の
削
減

に
よ
り
資
材
の
値
下
げ
を
図
っ
て
お
り
ま

す
。
大
口
農
家
に
は
土
壌
検
査
の
結
果
か

ら
オ
リ
ジ
ナ
ル
肥
料
を
作
成
し
、
肥
料

メ
ー
カ
ー
よ
り
直
接
配
送
す
る
こ
と
で
安

価
で
お
求
め
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
法
に
つ
い
て

み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
法
基
盤
確
立

事
業
に
つ
い
て
、
有
機
農
法
・
低
農
薬
の

農
産
物
は
生
産
で
き
て
も
、
無
農
薬
、
肥

料
な
し
で
は
市
場
に
出
せ
る
生
産
物
に
は

な
ら
な
い
。
本
日
は
行
政
関
係
者
も
来
て

い
る
の
で
行
政
お
よ
び
Ｊ
Ａ
の
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
か
ら
考
え
を
お
聞
き
し
た
い
。

農
業
委
員
会
…
ま
だ
立
科
町
に
浸
透
し

て
い
な
い
が
、
佐
久
市
や
軽
井
沢
町
で
取

り
組
ん
で
い
る
よ
う
で
す
。

Ｊ
Ａ
…
本
法
律
は
農
業
生
産
力
向
上
と
持

続
性
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
病
害
虫
防
除

に
つ
い
て
は
、
化
学
農
薬
の
使
用
が
簡
便

で
効
果
も
高
い
で
す
が
、
昨
今
の
異
常
気

象
を
背
景
に
、
環
境
へ
の
負
荷
を
抑
え
る

た
め
農
薬
散
布
回
数
、
散
布
量
の
節
減

や
抵
抗
性
品
種
、
Ｂ
Ｓ
資
材
の
利
用
等

の
技
術
普
及
が
望
ま
れ
ま
す
。
ま
た
円
安

や
世
界
的
肥
料
需
要
の
高
ま
り
、
ウ
ク
ラ

イ
ナ
情
勢
等
か
ら
、
肥
料
価
格
は
高
止
ま

り
の
状
態
に
あ
り
ま
す
。
Ｊ
Ａ
で
は
、
管

内
資
源
を
有
効
活
用
頂
け
る
よ
う
牛
ふ
ん

ペ
レ
ッ
ト
た
い
肥
を
製
造
販
売
し
て
い
ま

す
。

ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
の
業
務
委
託
に
つ
い
て

「
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
は
業
務
委
託
を
進

め
ま
す
」
と
資
料
に
あ
る
が
、
全
部
を
委
託

先
へ
お
任
せ
で
Ｊ
Ａ
職
員
は
関
わ
ら
な
い
と

い
う
こ
と
か
。
ま
た
、
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
利

用
者
か
ら
問
題
提
起
は
あ
る
か
。

す
べ
て
を
委
託
先
に
任
せ
て
Ｊ
Ａ
が

関
与
し
な
い
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
施
設
な
ど
の
固
定
資
産
は
Ｊ
Ａ
が
取

得
し
、
そ
の
償
却
を
業
務
委
託
先
が
行
う

形
を
と
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
運
営
に
関

し
て
も
、
利
用
者
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
良
い

意
見
や
改
善
を
求
め
る
意
見
に
つ
い
て
は

Ｊ
Ａ
も
受
付
け
を
し
、
業
務
委
託
先
と
協

議
を
行
い
、
Ｊ
Ａ
も
関
与
し
な
が
ら
必
要

な
改
善
を
進
め
て
い
ま
す
。
ラ
イ
ス
セ
ン

タ
ー
利
用
者
か
ら
意
見
が
寄
せ
ら
れ
る
こ

と
も
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
ご
と
に
発

生
し
た
問
題
に
つ
い
て
は
、
業
務
委
託
先

と
共
に
改
善
策
を
検
討
し
な
が
ら
対
応
し

て
お
り
ま
す
。

Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
、
ｉ
Ｄ
ｅ
Ｃ
ｏ
に
つ
い
て

当
Ｊ
Ａ
に
お
け
る
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
、
ｉ
Ｄ
ｅ

Ｃ
ｏ
の
取
り
扱
い
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い

る
か
。ＮＩ

Ｓ
Ａ
制
度
は
注
目
度
が
高
く
、

非
対
面
取
引
も
で
き
る
た
め
実
績
は
順
調

に
伸
び
て
お
り
ま
す
。
担
当
職
員
の
知
識

向
上
の
た
め
研
修
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

７
年
度
は
農
林
中
金
の
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
導
入
し
、
職
員
育
成
を
し
て
ま
い
り
ま

す
。
な
お
、
ｉ
Ｄ
ｅ
Ｃ
ｏ
に
つ
い
て
も
取

り
扱
い
し
て
お
り
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

支
所
運
営
委
員
会
に
つ
い
て

支
所
運
営
委
員
会
で
あ
る
の
に
、
Ｊ
Ａ

佐
久
浅
間
の
運
営
委
員
会
の
よ
う
に
感
じ

る
。支

所
運
営
委
員
会
ア
ン
ケ
ー
ト
に
お
い

て
、
各
支
所
固
有
の
報
告
・
協
議
事
項
の

充
実
を
希
望
す
る
意
見
が
多
数
寄
せ
ら
れ

た
こ
と
か
ら
、
当
該
事
項
の
比
重
を
高
め

た
構
成
に
変
更
す
る
こ
と
を
検
討
い
た
し

ま
す
。

石
油
価
格
問
題
に
つ
い
て

県
下
に
お
い
て
、
石
油
価
格
の
独
占

禁
止
法
に
関
す
る
問
題
が
新
聞
を
賑
わ
せ

て
い
る
が
、
当
Ｊ
Ａ
で
は
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
違
反
に
な
る
行
為
は
行
っ
て
い
な
い

か
。県

石
油
商
組
合
を
巡
る
ガ
ソ
リ
ン
価

格
の
カ
ル
テ
ル
疑
惑
に
つ
い
て
、
Ｊ
Ａ
は

石
油
商
組
合
等
に
は
加
盟
し
て
お
ら
ず
、

石
油
の
仕
入
先
は
全
農
一
本
で
あ
り
、
同

組
合
等
か
ら
の
指
示
は
受
け
て
お
り
ま
せ

ん
。

農
業
関
連
事
業

信
用
事
業
関
係

企
画
総
務
関
係
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家畜の魂を供養

売上高１億５０００万円を目指す

畜魂祭

Ａ・コープファーマーズ佐久平店直売会総会

　当ＪＡと畜産協議会は４月３日、しらかば西部営農セン
ターで畜魂祭を開きました。家畜の魂を供養し、畜産事業
の発展と安全を祈願しようと、畜産農家や行政、取引業者、
ＪＡ関係者ら４６人が参列しました。神職による神事が行わ
れ、玉串をささげ、家畜の魂を供養しました。今後も防疫対
策を強化し、安全・安心な畜産物の供給を通じて消費拡大に
取り組みます。

　Ａ・コープファーマーズ佐久平店直売会は３月２２日、本所
で総会を開き、会員やＪＡ関係者ら７５人が出席。令和６年
度の活動報告や７年度の活動計画の２議案を承認しました。同
会は、４年９月にオープンしたＡ・コープファーマーズ佐久平
店に生産者直売コーナー「さくさく市場」を設け、会員数は
４２６人。野菜や果実、生花、米など地域の新鮮な農産物を揃
え、６年度の売上金額は約１億円。７年度は１億５０００万円
を目標に掲げています。

Sakuasama Topics

あいさつする萩原安則会長

あいさつする油井進専門委員長

４６人が参列した畜魂祭

実際の作業を体験
アルストロメリア体験会

作業方法を聞く参加者ら

　当ＪＡは３月２５日、新規就農や他品目から転換の検討者向け
に、アルストロメリア体験会を開き３人が参加しました。栽培の流
れや雰囲気を感じ、実際に作業することで具体的に新規栽培を検討
することを目的に開催。佐久市の圃場で栽培の流れについて資料で
説明し、定植作業を体験しました。参加者は「栽培中の品目からの
転換を検討して参加した。実際に作業を体験し、イメージが出来
た。毎年定植しなくても良いところが魅力的であると感じた」と話
しました。

生産基盤の強化を図る

春季作業に合わせ展示会を開催

米穀専門委員会定期総会

㈱オートパル佐久浅間

　当ＪＡ米穀専門委員会は、令和７年度産米の集荷目標を
１４万俵（１俵６０キロ）に決めました。「消費者に選ばれ
る特徴ある高品質な米づくり」を目標に、スマート農業や
新栽培技術の導入を通じて生産基盤の強化を図り、食味ラ
ンキング「特Ａ」の獲得、「一番うまい米コンテスト」の
継続など、適正生産を進めながら農家所得の増額に取り組
みます。４月２日、本所で開いた総会には、専門委員やＪ
Ａ関係者ら５２人が出席。６年度の活動報告や７年度の活
動計画など３議案を承認しました。

　農作業シーズンを前に㈱オートパル佐久浅間は３月２２
日、ＪＡファーム佐久店で農機展示商談会を開きました。生
産性の向上やコスト削減に役立つ農機の情報を発信すること
で、組合員や新規就農者など幅広いユーザーへＰＲすること
を目的に開催。会場では、トラクターや管理機など、新・中
古機約１２０台を展示しました。また、同時開催として、同
社が扱う新・中古車の展示商談会やガス器具の展示販売、Ｊ
Ａでんき相談会を開催しました。

新採用職員が決意表明
新採用職員研修会・入組式
　当ＪＡは３月下旬、令和７年度新採用職員を対象に研修会・
現地実習を行いました。研修会では、協同組合の理念やコンプ
ライアンス（法令遵守）、就業規則、各事業部の取り組み内容
を学び、ＪＡファーム佐久店で現地実習を行いました。４月１
日、本所で入組式を開き髙栁組合長が７人に辞令を交付しまし
た。新採用職員を代表し、佐久穂支所の佐々木蒼太さんが「私
がＪＡ職員を志したのは父の『ＪＡは地域の総合商社。困った
ときはＪＡだ』という言葉。一日も早く組合員や地域住民に貢
献していきたい」と決意表明しました。 現地実習 入組式

５２人が出席した総会

担当者から説明を受ける来場者

佐久浅間ブランドの強化と発展に
取り組む

販売力強化と新規栽培者の確保・
育成に取り組む

野菜専門委員会通常総会

花き専門委員会総会

　当ＪＡ野菜専門委員会は、令和７年度の生産販売目標を
１０２億５０００万円に決めました。４月８日、ベルウィンこ
もろで通常総会を開催し、専門委員やＪＡ関係者ら約５０人が
出席。６年度の活動報告や７年度の活動計画の２議案を承認し
ました。７年度は、総合供給産地としての信頼確保と農家手取
り向上を目指し、気象変動に負けない安定供給ができる産地づ
くりを進め、鮮度や品質、安全性など他産地との差別化により
形成した「佐久浅間ブランド」の強化と発展に取り組みます。

　当ＪＡ花き専門委員会は令和７年度の販売目標を５億円に決
めました。消費者に選ばれる高品質な切り花を生産し、需要を
とらえる販売力を強化するとともに、新規栽培者の確保と育成
に取り組み、生産拡大を目指す方針です。３月２８日、本所で
開いた総会には、部会員やＪＡ関係者など２５人が出席。６年
度の活動報告や７年度の活動計画など３議案を承認しました。

あいさつする髙栁組合長
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味ちゃんの
エーコープマーク品
活用術

エーコープマーク品は
「安全で健康を守る」を
コンセプトに利用者の意
見を反映し、ＪＡの特色
を生かしたプライベートブランドです。

共通のテーマで皆さんの声をお届けします

みんなの広場 今月のテーマ
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●作り方
①ちりめんじゃこをごま油でカリカリになるまで弱火で
炒める。	 	 	

②ダイコンはおろして、大葉は千切りにする。
③エーコープ手振りひやむぎを３分３０秒茹で、流水に
さらし水を切っておく。	

④器に③を盛り、②と①をのせる。
⑤冷やしためんつゆにおろしショウガを混ぜ合わせ、④
にかける。

おろしとじゃこのさっぱりひやむぎ
簡単！

アサリのあったかひやむぎ
旨味たっぷり

●材料（２人分）
・エーコープ手振りひやむぎ……………………２００ｇ
・あさりの水煮缶…………………………………１缶
・鶏ガラスープ（粉末）…………………………小さじ２
・食塩……………少々　・青ネギ（刻み）……少々
・白髪ネギ………少々
・煎りごま又は黒コショウ………………………少々
・水………………５００㎖

●作り方
①片手鍋にあさりの水煮缶と水５００ml を加え、ひと煮
立ちしたら鶏ガラスープを加え、食塩で味を調える。

②エーコープ手振りひやむぎを２分３０秒茹で、手早く
冷水でさらしてから湯通ししてお湯を切り、どんぶり
に移す。

③②に①をかけて、青ネギと白髪ネギ、煎りごま（黒コ
ショウ）を添える。

●材料（２人分）
・エーコープ手振りひやむぎ………………………２００ｇ
・ちりめんじゃこ……………………………………３０g
・ダイコン………１／２本　・ショウガ…………１／２片
・大葉……………３枚　　　・ごま油……………大さじ３
・めんつゆ………適量

ひやむぎは、そうめんより歴史
が古く、地域によって異なる製
法があります。これらの違いを
理解した上で使い分けて料理
をしましょう !!

エーコープ手振りひやむぎ
国産小麦を使用し、コシが
強いなめらかな食感です。

エーコープマーク品は、ＪＡファーム佐久店で
お買い求めいただけます。

■商品に関するお問い合わせ
　ＪＡファーム佐久店  TEL 0267ー66ー3300

スマイル
ＪＡ女 性 会

フレミズつなぐラボ 2025
「第16 期ＪＡ佐久浅間女性大学」

真楽寺 沖縄

　ぼくのいきたい場所は、
自分がすんでいる御代田町
の真楽寺です。真楽寺では
毎年、りゅう神まつりが行
われています。りゅう神ま
つりでは、大きなりゅうが
太この音楽にのってすごい速さで走り回ります。こ
のりゅうは火をふいたり走っているすがたがすごい
はく力です。真楽寺はりゅう神まつりのほかにも、
大きなたて物や水がわき出ている大沼の池、大きな
お地ぞう様があります。
　春はきれいなしゃくなげが咲いて、夏でもすずし
い真楽寺は、ぼくのすきな場所です。

　友人に誘われ、何年かぶ
りに行った沖縄。沖縄では
日常を忘れさせてくれる。
きれいなエメラルドグリー
ンの海に真っ白な砂浜。熱
帯地方の植物など、こちら
では味わえない自然が出迎えてくれます。美ら海水族
館ではジンベイザメに感動。子どもたちと一緒に自然
に触れあえることが良い経験となりました。
　新しいテーマパークの開園も予定されているので機
会があれば「沖縄」へまた行ってみたいです。

御代田町塩野
内堀 灯真さん（8歳）

佐久市内山
中山 一貴さん（37歳）

「行きたい場所」

■女性会に参加したい、詳しく内容を知りたい方は
　企画総務部総務組合員課
　TEL 0267ー68ー1112・業務携帯 070ー4808ー7931まで

Ⓒみんなのよい食プロジェクト

映画上映会 シャカシャカおにぎりづくり
ひやむぎ

1.3 ㎜～ 1.7 ㎜

やや太めでコシがある

太さ

特徴

そうめん

直径 1.3 ㎜未満

細く、滑らかな食感

ひやむぎとそうめんの違い

　３月２５日、佐久市創錬センターで食・農・つなが
りをテーマに「フレミズつなぐラボ２０２５」を開講
しました。４５歳くらいまでの女性を対象に、子育て
世代の仲間づくりとＪＡファンづくりを目的に４０人
の親子が参加しました。開講式では子育て応援映画上
映会と題し「いただきます２ ここは発酵の楽園」を上
映。終了後に『みんなでつくって食べよう』とシャカ
シャカおにぎりとみそ汁づくりを女性会「フレミズ応
援サポーター」と一緒に調理しました。
　今年度は佐久市有機農業研究協議会の実験農場で野
菜づくりを中心に活動をしていきます。
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生
育
環
境 

　

メ
ロ
ン
は
、
ウ
リ
科
野
菜
の
中
で
も

高
温
を
好
み
ま
す
。
昼
夜
の
温
度
較
差

が
大
き
い
と
品
質
の
良
い
果
実
が
収
穫

で
き
ま
す
。
ス
イ
カ
や
ト
マ
ト
と
同
じ

よ
う
に
、
生
育
に
は
強
い
太
陽
光
を
必

要
と
し
ま
す
。
メ
ロ
ン
の
根
は
酸
素
要

求
度
が
高
く
、
地
表
下
10
〜
25
㎝
の
浅

い
所
に
多
く
分
布
す
る
の
で
、
排
水
性

や
通
気
性
の
良
い
土
が
適
し
て
い
ま

す
。
土
壌
の
適
応
性
の
幅
は
広
く
、
砂

質
土
壌
で
は
生
育
が
促
進
さ
れ
て
結

実
、
熟
期
が
早
ま
り
ま
す
。
粘
質
土
壌

で
は
生
育
は
遅
れ
ま
す
が
、
草
勢
を
維

持
し
、
よ
く
し
ま
っ
た
甘
味
の
強
い
果

実
が
で
き
ま
す
。
着
果
し
て
30
日
以
降

に
過
剰
な
水
分
が
吸
収
さ
れ
る
と
果
実

の
糖
度
が
低
下
し
ま
す
。

品
種
と
整
枝

　

栽
培
の
仕
方
に
よ
っ
て
、
温
室
メ
ロ

ン
、
ハ
ウ
ス
メ
ロ
ン
、
露
地
メ
ロ
ン
、

マ
ク
ワ
ウ
リ
に
分
類
さ
れ
ま
す
。
ま

た
、
果
実
の
ネ
ッ
ト
の
有
無
に
よ
っ

て
、
ネ
ッ
ト
型
と
ノ
ー
ネ
ッ
ト
型
に
分

け
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

整
枝

　

品
種
の
着
花
習
性
、
作
型
や
栽
植
密

度
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。
メ
ロ
ン
は
、

孫
づ
る
の
第
１
〜
２
節
に
雌
花
を
つ
け

る
着
花
習
性
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
１

つ
の
果
実
が
肥
大
成
熟
す
る
た
め
に
は

12
〜
13
枚
以
上
の
葉
が
必
要
と
さ
れ
ま

す
。

プ
リ
ン
ス
メ
ロ
ン
（
ノ
ー
ネ
ッ
ト
型
）

　

つ
く
り
や
す
い
露
地
メ
ロ
ン
の
代
表

品
種
で
す
。
果
実
は
５
０
０
〜
６
０
０

ｇ
、
ほ
ぼ
正
円
球
で
灰
白
色
、
甘
さ
抜

群
で
糖
度
は
15
〜
17
度
に
な
り
ま
す
。

　

本
葉
４
〜
５
枚
で
株
間
75
〜
１
０
０

㎝
を
目
安
と
し
て
定
植
し
ま
す
。
良
い

果
実
を
着
果
さ
せ
る
た
め
に
株
の
生
育

に
合
わ
せ
て
３
回
摘
芯
し
ま
す
。

１
回
目　

親
づ
る
本
葉
５
〜
６
枚
で
摘

芯
し
、
子
づ
る
が
20
㎝
ほ
ど
伸
び
た
と

き
、
３
〜
４
本
残
し
て
ほ
か
は
摘
み
と

り
ま
す
。

２
回
目　

各
子
づ
る
は
本
葉
10
〜
12
枚

で
摘
芯
し
孫
づ
る
の
発
生
を
う
な
が
し

ま
す
。

３
回
目　

子
づ
る
３
〜
４
節
目
ま
で
の

孫
づ
る
を
か
き
と
り
、
残
し
た
孫
づ
る

は
２
葉
残
し
て
摘
芯
し
果
実
を
な
ら
せ

ま
す
。

　

形
の
良
い
果
実
を
選
び
、
各
づ
る
に

２
〜
３
個
残
し
て
最
終
的
に
、
大
玉
品

種
は
１
株
に
５
〜
６
果
、
小
玉
品
種
は

７
〜
８
果
を
着
果
さ
せ
ま
す
。

　

開
花
後
35
〜
40
日
で
収
穫
で
き
ま

す
。
果
面
の
う
ぶ
毛
が
目
立
た
な
く
な

り
、
白
色
に
な
り
、
ヘ
タ
の
つ
け
根
の

と
こ
ろ
に
小
さ
な
割
れ
目
が
で
き
始
め

る
頃
が
収
穫
適
期
で
す
。

ア
ン
デ
ス
メ
ロ
ン
（
ネ
ッ
ト
型
）

　

ハ
ウ
ス
・
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
の
立
づ
く

り
、
地
ば
い
づ
く
り
用
で
、
６
〜
７
月

取
り
に
適
す
る
春
作
専
用
品
種
で
す
。

果
実
は
１
〜
1.3
㎏
の
球
形
で
、
果
皮
は

灰
緑
色
で
ネ
ッ
ト
の
盛
り
上
が
り
は
少

な
く
密
に
発
生
し
ま
す
。
緑
肉
で
肉
質

は
よ
く
し
ま
り
、
食
味
が
非
常
に
良

く
、
糖
度
は
13
〜
15
度
と
安
定
し
て
高

い
品
種
で
す
。

整
枝

　

支
柱
立
て
づ
く
り
で
は
、
畝
幅
60
〜

70
㎝
、
株
間
60
㎝
、
条
間
45
㎝
の
二
条

植
え
と
し
ま
す
。
基
本
は
親
づ
る
の
１

本
仕
立
て
で
、
支
柱
を
立
て
つ
る
を
誘

引
し
10
節
目
ま
で
の
子
づ
る
を
摘
み
、

12
〜
15
節
か
ら
出
る
子
づ
る
の
１
節
目

に
咲
く
雌
花
に
連
続
着
果
さ
せ
、
本
葉

２
枚
を
つ
け
て
摘
心
し
ま
す
。

　

果
実
が
ピ
ン
ポ
ン
玉
に
な
っ
た
ら
、

卵
形
で
形
の
整
っ
た
も
の
を
１
果
残
し

て
摘
果
し
ま
す
。
着
果
数
は
基
本
１
株

に
１
果
と
し
ま
す
。

　

複
数
着
果
さ
せ
る
と
、
小
果
や
ネ
ッ

ト
不
良
、
低
糖
度
な
ど
の
品
質
低
下
を

招
く
こ
と
が
あ
る
の
で
注
意
し
ま
す
。

ま
た
、
着
果
節
よ
り
上
の
元
気
の
よ
い

子
づ
る
２
〜
３
本
残
し
て
遊
び
づ
る
と

し
、
そ
れ
以
外
は
摘
み
取
り
ま
す
。
親

づ
る
は
本
葉
22
〜
25
枚
で
摘
心
し
ま

す
。

病
害
虫
・
生
理
障
害   

　

日
当
た
り
、
風
通
し
、
水
は
け
の
良

い
畑
で
栽
培
し
、
病
害
虫
が
発
生
し
な

い
よ
う
に
し
ま
す
。 

つ
る
割
病

　

地
際
部
の
茎
が
褐
色
軟
化
し
、
根
が

腐
敗
し
ま
す
。
葉
が
し
お
れ
て
か
ら
数

日
で
枯
れ
ま
す
。
病
株
は
抜
き
取
り
、

持
ち
出
し
処
分
し
ま
す
。
ウ
リ
科
作
物

の
連
作
は
避
け
ま
す
。

う
ど
ん
こ
病

　

始
め
は
表
面
に
う
ど
ん
粉
を
ふ
り
か

け
た
よ
う
な
円
形
の
病
斑
が
で
き
ま

す
。
全
作
型
の
全
期
間
で
発
生
し
、
多

湿
と
乾
燥
が
く
り
返
さ
れ
る
環
境
条
件

下
で
多
発
し
ま
す
。
予
防
的
防
除
を
心

掛
け
、
抵
抗
性
品
種
を
栽
培
し
ま
す
。

　

登
録
の
あ
る
「
ダ
コ
ニ
ー
ル

１
０
０
０
」
「
ア
ミ
ス
タ
ー
２
０
フ
ロ

ア
ブ
ル
」「
ス
ト
ロ
ビ
ー
フ
ロ
ア
ブ
ル
」

等
を
散
布
し
て
防
除
し
ま
す
。

害
虫

　

ア
ブ
ラ
ム
シ
、
ウ
リ
ハ
ム
シ
な
ど
が

発
生
し
ま
す
。
汁
液
を
吸
っ
た
り
葉
を

食
害
す
る
だ
け
で
な
く
、
ウ
イ
ル
ス
を

伝
染
さ
せ
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
殺
虫

剤
の
散
布
や
忌
避
効
果
の
あ
る
シ
ル

バ
ー
ス
ト
ラ
イ
プ
入
り
ポ
リ
マ
ル
チ
を

活
用
し
ま
す
。

玉
釣
り   

　

果
実
が
肥
大
す
る
と
重
み
で
つ
る
が

折
れ
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
果
梗
（
ヘ

タ
の
部
分
）
に
ヒ
モ
を
掛
け
て
ハ
ウ
ス

の
支
柱
か
ら
つ
り
下
げ
ま
す
。
熟
す
と

落
果
し
や
す
い
品
種
は
、
野
菜
の
出
荷

用
の
ネ
ッ
ト
袋
な
ど
に
入
れ
て
か
ら
つ

る
す
と
良
い
で
す
。

収
穫   

　

メ
ロ
ン
の
糖
度
は
、
収
穫
直
前
に
な

り
急
激
に
上
昇
し
ま
す
。
開
花
日
を
記

入
し
た
ラ
ベ
ル
を
付
け
て
お
き
、
試
し

取
り
を
す
る
の
が
確
実
で
す
。

　

開
花
後
40
〜
50
日
で
収
穫
で
き
ま

す
。
果
皮
に
光
沢
が
出
て
、
メ
ロ
ン
独

特
の
芳
香
が
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

ヘ
タ
と
果
実
の
間
に
ひ
び
割
れ
が
出
始

め
た
ら
収
穫
の
適
期
で
す
。

メロン

お
す
す
め
商
品

■
商
品
の
ご
購
入
・
お
問
い
合
わ
せ
は

お
近
く
の
Ｊ
Ａ
営
農
セ
ン
タ
ー
ま
た

は
資
材
店
舗
へ

店頭価格　
500 ㎖　2,120 円（税込）
250 ㎖　1,111 円（税込）

店頭価格　
小 　1,080 円（税込）
大 　1,180 円（税込）
特大 1,210 円（税込）

【
特
長
】

●
メ
ロ
ン
に
発
生
す
る「
う
ど
ん
粉
病
」「
べ
と
病
」

「
つ
る
枯
病
」
の
予
防
に
効
果
が
あ
り
ま
す
。

●
メ
ロ
ン
以
外
に
も
70
種
類
を
超
え
る
作
物
に
登

録
が
あ
る
ほ
か
、
お
よ
そ
１
８
０
種
類
の
病
害

に
登
録
が
あ
り
汎
用
性
の
高
い
殺
菌
剤
で
す
。

●
農
薬
汚
れ
が
少
な
く
、
残
効
性
と
耐
雨
性
に
優

れ
ま
す
。

【
使
用
上
の
注
意
】

●
農
薬
の
ラ
ベ
ル
に
記
載
さ
れ
て
い
る
使
用
方
法

に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。　

●
農
薬
飛
散
防
止
の
た
め
、
散
布
は
風
の
少
な
い
、

朝
夕
の
涼
し
い
と
き
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

『メロン』の病気
にはＪ

Ａ
フ
ァ
ー
ム
佐
久
店

お
す
す
め
商
品

果
菜
植
物
や
花
の
苗
の
定
植
に
!!

●
防
霜
、防
鳥
、保
温
が
ワ
ン
タ
ッ
チ
で
で
き
る
！

●
持
ち
上
げ
カ
ン
タ
ン
、追
肥
や
換
気
が
ラ
ク
ラ
ク
！

●
強
雨
か
ら
苗
を
守
り
ま
す
。

苗ドーム

ダコニール1000

ホットキャップ
（保温と防虫に効果がある）

深植えは禁物

75cm

50cm

日本で現在のような温室メロンが生産され始めたのは大正時代になっ
てからですが、少なくとも弥生時代にはすでにメロンの仲間「マクワ
ウリ」が栽培されていたようです。メロンは果肉の色によって「赤肉
系」、「青肉系」、「白肉系」にさらに、網の有無によって「ネット
系」、「ノーネット系」に分けられます。現在では糖度が高く芳香の
ある品種が多く栽培されています。国内では多くの品種がハウス栽培
とトンネル栽培でつくられています。

４月3月2月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

種まき
トンネル

露　　地

定植
トンネル被覆

収獲

子づるは本葉 10 〜 12 枚
で摘心し、孫づる（着果
枝）の発生をうながす

親 づ る は 本 葉 5 〜 6
枚で摘心し、子づるの
発生をうながす

子

孫づる

子づる 雌花

親づる

子づる

親づる

開花後 40 〜 45 日たった
ころ、1 〜 2 個試し取り
してみてからほかのもの
を収獲する

開花日を記入
しておく

支柱立てづくり
の場合

主枝は本葉 22 枚
〜 25 枚で摘心

親 づ る の 12 〜
15 節から発生し
た子づるの第 1
節目につける鶏卵くらいの大

きさに肥大した
とき、形のよい
もの 1 個だけ残
して摘果する
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【
俳
句
・
川
柳
ほ
か
】

私
の
一
句

私
の
一
首

う
ぐ
い
す
の
声
は
い
ず
こ
か
薮
の
中

山
ひ
こ
（
佐
久
穂
町
）

初
蝶
や
踝
に
触
る
花
鼓
動

竹
（
東
御
市
）

風
光
る
水
路
の
音
は
高
く
な
り

花
木
槿
（
佐
久
市
）

山
吹
と
賑
わ
い
競
う
山
桜

仏
の
雅
（
佐
久
市
）

高
台
の
コ
ヒ
ガ
ン
ザ
ク
ラ
ゆ
れ
に
け
り

ス
イ
ー
ト
（
佐
久
市
）

さ
さ
や
か
な
喜
び
に
湧
く
ト
マ
ト
苗Ｔ

子
（
佐
久
市
）

祝
い
事
続
い
て
嬉
し
お
ご
馳
走ひ

で
り
ん
（
小
諸
市
）

初
桜
今
日
は
夫
の
月
命
日

Ｆ
Ｆ
（
軽
井
沢
町
）

紺
が
す
り
着
る
ご
と
浅
間
や
名
残
り
雪綾

（
小
諸
市
）

タ
ン
ポ
ポ
の
花
道
を
鍬
持
ち
帰
宅

ね
こ
（
佐
久
市
）

早
水
田
「
あ
を
さ
ぎ
」
た
て
ば 

そ
の
上
に

浅あ

さ

ま
間
山
写
り
て 

若
苗
も
み
え

爾
楽
庵
（
佐
久
市
）

牛
ス
ジ
を 

食
み
て
己
の 

足
腰
も

丈
夫
な
筋
に 

為
る
を
願
ひ
つ

デ
ブ
ジ
（
佐
久
市
）

小
雨
降
る 

ま
だ
薄
暗
い 

早
朝
に

つ
ば
め
飛
来
し 

思
わ
ず
涙
す

Ｈ
・
Ｓ
（
佐
久
穂
町
）

リ
ン
ゴ
の
太
い
木
が
フ
ラ
ン
の
た

め
に
切
ら
れ
て
ト
ッ
コ
が
残
り

先
頃
ト
ッ
コ
を
掘
り
お
こ
し
ま
し
た
。

中
か
ら
な
ん
と
カ
ブ
ト
虫
の
幼
虫
が

10
匹
以
上
出
て
き
て
ビ
ッ
ク
リ
。
さ
っ

そ
く
マ
ッ
ト
土
を
買
っ
て
金
魚
の
水

槽
の
ガ
ラ
ス
の
入
れ
物
に
入
れ
て
観

察
し
て
い
ま
す
。
い
つ
に
な
っ
た
ら

サ
ナ
ギ
が
成
虫
に
な
り
カ
ブ
ト
虫
に

な
る
か
待
ち
遠
し
い
。
今
日
は
気
が

早
い
か
餌
の
ゼ
リ
ー
を
買
い
ま
し
た
。

孫
に
み
せ
た
い
で
す
。

カ
タ
ク
リ
の
花
（
立
科
町
）

先
日
、
我
が
家
に
次
女
の
息
子

（
次
男
）
が
産
ま
れ
て
孫
が
全

部
で
７
人
に
な
り
ま
し
た
。
産
後
の

お
世
話
を
し
て
い
て
大
忙
し
の
毎
日

で
す
。

レ
オ
バ
ー
バ
（
立
科
町
）

い
よ
い
よ
花
の
季
節
。
今
ま
で

ポ
ッ
ト
撒
き
を
し
て
い
た
。

花
々
は
畑
に
直
播
し
て
自
然
に
任
せ

る
事
に
し
ま
し
た
。
暑
さ
に
強
い
花
々

に
な
る
か
も
・
・
・
と
。

Ｙ
・
Ｎ
（
立
科
町
）

急
に
気
温
が
上
が
っ
た
日
の
次
の

日
、
ど
ー
ん
と
気
温
が
下
が
る

と
朝
起
き
る
と
ふ
ら
つ
く
こ
と
が
あ

り
ビ
ッ
ク
リ
。
今
ま
で
そ
ん
な
こ
と

は
一
度
も
な
か
っ
た
の
に
、
め
で
た

く
古
希
に
な
っ
た
か
ら
体
が
「
あ
ま

り
は
し
ゃ
い
で
な
い
で
自
重
し
な
さ

い
よ
」
と
い
っ
て
い
る
の
か
な
？

森
の
ひ
つ
じ
（
小
諸
市
）

佐
久
市
で
水
芭
蕉
を
見
学
し
て
き

ま
し
た
。
可
憐
な
花
か
ら
大
人

の
花
に
成
長
し
て
い
ま
し
た
が
、
ほ
っ

こ
り
し
ま
し
た
。

黒
ユ
リ
（
佐
久
市
）

時々
孫
を
預
か
る
ん
で
す
が
、
小

さ
い
子
ど
も
２
人
と
散
歩
し
た

り
遊
ん
だ
り
し
ま
す
。
若
い
頃
と
違
っ

て
１
日
付
き
合
う
と
け
っ
こ
う
疲
れ

が
出
ま
す
。
あ
ぁ
、
若
い
つ
も
り
の

気
持
ち
は
あ
っ
て
も
歳
相
応
の
身
体

だ
と
し
み
じ
み
感
じ
ま
す
。

め
ぶ
き
（
佐
久
市
）

先
日
、
主
人
と
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
種

を
蒔
き
ま
し
た
。
毎
年
の
事
で

す
が
、
芽
が
出
た
り
、
葉
が
大
き
く

な
っ
て
来
る
の
が
楽
し
み
で
す
。
来

月
に
は
ト
マ
ト
や
キ
ュ
ウ
リ
な
ど
も

植
え
、
離
れ
て
暮
ら
す
子
供
達
に
食

べ
て
も
ら
え
る
事
が
楽
し
み
の
ひ
と

つ
で
す
！ 

こ
れ
か
ら
の
時
代
、
自
給

自
足
も
視
野
に
い
ろ
ん
な
野
菜
を
育

て
て
み
た
い
で
す
ね
！

し
ゅ
う
ち
ゃ
ん
マ
マ
（
佐
久
市
）

うめ（佐久市）

サザエ（佐久市）

Ｋ.ばあば（御代田町）

朝（佐久市）

プルーン（御代田町）
ピー子ちゃんのママ

（佐久市）

種
籾
を
育
苗
セ
ン
タ
ー
に
受
け
取

り
に
行
き
ま
し
た
。
今
年
も
良

い
苗
を
つ
く
り
、
美
味
し
い
お
米
を

つ
く
る
ぞ
と
身
が
引
き
締
ま
る
こ
の

頃
で
す
。

サ
ン
キ
ッ
キ
（
東
御
市
）

Ｊ
Ａ
の
年
金
受
給
者
に
配
布
さ

れ
た
ク
ー
ポ
ン
ブ
ッ
ク
を
早

速
使
っ
て
み
ま
し
た
。
行
っ
た
事
の

な
い
お
店
に
行
く
の
は
ワ
ク
ワ
ク
が

あ
っ
て
楽
し
み
で
す
。

し
い
な
ち
ゃ
ん
（
立
科
町
）

先
輩
方
か
ら
年
を
と
っ
た
ら
医
療

費
が
い
っ
き
に
増
す
か
ら
覚

悟
し
て
お
い
て
と
言
わ
れ
て
い
た
の

で
す
が
、
自
分
は
大
丈
夫
と
た
か
を

く
く
っ
て
い
た
の
に
・
・
・
。
皆
さ

ん
の
言
葉
は
正
解
で
し
た
。
ガ
ッ
ク

リ
！

佐
久
の
ば
ー
ば
（
佐
久
市
）

春
に
な
っ
て
下
の
子
が
大
学
で
上

京
し
て
、
家
の
中
が
静
か
に
な

り
ま
し
た
。
喋
り
相
手
に
犬
を
飼
う

こ
と
に
な
り
今
か
ら
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。

ま
ち
ゃ
（
御
代
田
町
）

寒
か
っ
た
冬
も
終
わ
り
で
す
か

ね
。
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
も

変
え
ま
し
た
。
ま
た
今
年
も
田
ん
ぼ

が
始
ま
り
ま
す
。た

け
ち
ゃ
ん
（
佐
久
市
）

今
年
も
キ
ュ
ウ
リ
の
苗
を
植
え
よ

う
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
孫
達

が
き
て
朝
と
っ
て
く
れ
る
の
が
楽
し

み
で
毎
年
植
え
て
い
ま
す
。 

Ｓ
Ｈ
Ｍ
ば
あ
ば
（
佐
久
市
）

う
ち
の
猫
が
こ
の
頃
、
私
が
四
つ

ん
這
い
に
な
っ
て
掃
除
し
て
い

る
と
近
づ
い
て
き
て
私
の
顔
を
な
め

て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。「
頑

張
っ
て
い
る
ね
」
と
言
わ
れ
て
い
る
よ

う
で
な
ん
だ
が
嬉
し
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。

フ
ロ
ア
（
佐
久
市
）

二重マスの文字を順に並べてできる言葉
は何でしょうか？
答えを下記のあて先までお送りください。

先月号の答えは 

『シバザクラ』
でした。

◇◆ヨコのカギ◆◇
① 6 ～ 7 月はしとしとと降る日が多い
②あの部長は○○○○掌握術に優れている
③化学式では H+ や OH- などと表します
④「桃太郎」でおじいさんが刈りにいったもの
⑤旧暦 6 月の異称
⑧赤、青、黄、鮮やかな○○○○の花々が咲いている
⑩渋谷駅前の待ち合わせ場所として有名な忠犬○

○○○像
⑪長女から見た次女や三女
⑬父の日に○○○○をこめてプレゼントを送った
⑮生の魚貝などを薄く切った料理
⑰木の根と枝のあいだ
⑲オニ、テッポウなどの種類がある花

◇◆タテのカギ◆◇
①漢字では紫陽花と書く花
④肌にできないように日焼け止めを塗りました
⑥剣道の試合のとき頭につけます
⑦植物を分厚い本にはさんで作ることも
⑨ 1 年を基準としたときの 3 カ月
⑪ in と表記する長さの単位
⑫神棚に供える植物
⑭サイン、○○○○、タンジェント
⑯海の宝石とも呼ばれる生き物
⑱○○に交われば赤くなる
⑳ 6 月 10 日は○○の記念日です
�じょうろやホースでおこないます

応募総数 98 通
●「JAHOO クイズ」当選者
　の発表は、プレゼントの発
　送をもってかえさせていた
　だきます。ご了承ください。

私の一句・一首、クイズの答え
お便り、イラスト・写真など
私の一句・一首、クイズの答え
お便り、イラスト・写真など

①クイズの答え
②身近な情報や出来事
  （イラスト・俳句等）
③７ページ「スマイル女
性会」の感想
④〒・住所・氏名・
　年齢・電話番号・
　ペンネーム

●記載された個人情報は、広報誌の編集およびプレ
ゼント発送等を目的とし、それ以外には一切利用い
たしません。
●１人１枚を有効とします。
●お送りいただいたハガキ・イラスト・写真等は返
却いたしません。

85

こちらの
QRコード
からも応募
できます

●締切5月28日㈬（消印有効）

★クイズ正解者の中から
　抽選で 5 名の方に
  「こだわりのかりんとう
   （70 ｇ ×8 袋）」
　を差し上げます。

子
ど
も
の
頃
、
タ
ン
ポ
ポ
が
咲
く

と
「
わ
あ
ー
き
れ
い
」
な
ど

言
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
に
な
り
田

畑
の
土
手
に
密
集
し
て
い
る
タ
ン
ポ

ポ
。
た
と
え
１
株
で
も
と
思
い
刈
っ

て
み
ま
し
た
が
、
追
い
付
き
ま
せ
ん
。

無
駄
な
作
業
で
す
。
ト
ホ
ホ
。

え
り
ち
ゃ
ん
（
佐
久
市
）

先
日
フ
キ
の
と
う
を
見
つ
け
に
山

に
行
き
ま
し
た
が
、
ま
だ
出
て

お
ら
ず
、
ヘ
ル
シ
ー
テ
ラ
ス
に
買
い

に
行
き
天
ぷ
ら
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

し
か
し
そ
の
数
日
後
知
人
か
ら
た
く

さ
ん
フ
キ
の
と
う
を
い
た
だ
き
、
思

い
も
か
け
ず
2
度
目
の
天
ぷ
ら
。
フ

キ
の
と
う
味
噌
も
い
た
だ
い
た
の
が

あ
り
、
我
が
家
は
フ
キ
の
と
う
だ
ら

け
で
し
た
。

こ
ば
ち
ゃ
ん
（
佐
久
市
）
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監事会　4 月 28 日 / 報告事項
①子会社監査役からの諸報告について
②常勤監事からの報告について
③３月内部監査実施状況報告について

理事会　4 月 28 日開催
決議事項
第 1 号議案　令和６年度事業報告、貸借対照表、損

益計算書、剰余金処分案、注記表およ
び貸借対照表等の附属明細書の承認に
ついて

第２号議案　令和６年度部門別損益計算書の承認に
ついて

第３号議案　第 26 回通常総代会開催通知について
第４号議案　第 26 回通常総代会議決権行使書面お

よび総代会参考書類の承認について
第５号議案　令和７年度自己資本造成計画の策定に

ついて
第６号議案　内部統制基本方針について
第７号議案　職制規程の改正について
第８号議案　職能資格制度規程の改正について

主な報告事項
①３月末部門別損益計算書について
②令和７年２月末損益分岐点分析について
③ＪＡバンク基本方針の変更について
④ＪＡバンクの内部管理態勢構築にかかる指針につ

いて
⑤有価証券の購入について
⑥令和６年度決算監事監査結果報告書について
⑦内部監査実施状況について

休日・夜間緊急連絡先

相談・苦情受付ダイヤル

営業時間外の連絡時にご利用ください
■キャッシュカード・貯金通帳・印鑑の紛失
　　  0120－02－4040
　※受付：月曜～金曜  17時～翌朝8時  土日祝日 24時間
■自動車事故（ＪＡ自動車共済）

　　  0120－258－931 ※受付：24時間365日

当ＪＡ各事業に関する相談・苦情を受付します

　　  0120－677－882

ジコは   クミアイ

※時間：9～17時 土日祝日を除く

各種相談会のご案内
■相談日（6月）
　  3日㈫　南大井店　 14日㈯　佐久うすだ支所
　24日㈫　佐久望月支所
■相談役　ＪＡ長野信連 社会保険労務士 湯本 久美
■お申し込み　ＪＡ金融窓口または金融部金融企画課
　　　　　　　 TEL 0267-67-0610

■相談日　6月20日㈮ 　午後1時30分～午後5時
　場　所　本所2階201
■お申し込み　農家経営支援対策チーム
　TEL 0267-68-1114　FAX 0267-68-1928
　お申し込み締め切り　6月13日㈮  　
※開催日、場所等が変更になる場合があります

年金相談

営農・就農相談

農業資金の相談はＪＡへ
「ＪＡアグリマイティ—ローン」のご案内
農業の設備資金や運転資金はもちろん、幅広く利用し
やすくスピーディーな融資が可能です。

ＪＡバンク利子補給後の下限金利　「年0.6％」
さらに保証料助成事業の活用で保証料が全額助成され
ます。
※利子補給と保証料助成には一定の要件があります。 

■詳しくはお近くのＪＡ融資窓口またはライフサポー
トセンターまで

2026年度に採用する正規職員の募集を次により行います。

●応募資格
　学校教育法による短期大学以上の学校、またはこれ

に準ずる教育機関の在学者であって2026年3月卒

業見込みの者および上記教育機関の卒業者。ただ

し、2026年4月1日現在25歳以下の方。

●採用人数　10名

●試験日　随時

●試験の内容
　【一次試験】①能力検査 ②適性検査 ③小論文 

　※一次試験の合格者が後日、二次試験（面接）を
　　行います。

●試験場所
　ＪＡ佐久浅間本所4階（佐久市猿久保882）

●応募手続き（願書の受付）
　随時

●提出書類
　①エントリーシート兼履歴書 ※希望職種を必ず明記 

②卒業（見込み）証明書 ③成績証明書 

 【提出先】企画総務部人事教育課

　※持参または郵送

■お問い合わせ　企画総務部人事教育課
　　　　　　　　TEL 0267ー68ー1113

2026年度新採用職員を募集します

ＪＡバンクから各種サービス休止のお知らせ
利便性等の向上を目的としたシステム更改に伴い、Ａ
ＴＭ・ＪＡネットバンク等のサービスを一時休止させ
ていただきます。ご不便をおかけいたしますが、ご理
解とご協力を賜りますようお願いいたします。

■お問い合わせ　お近くのＪＡ金融窓口まで

休止日　5月17日 ㈯  21：00〜24：00
　　　　5月18日 ㈰  00：00〜08：00
　　　　8月16日 ㈯  21：00〜24：00
　　　　8月17日 ㈰  00：00〜08：00

合併 25周年感謝セールを開催します
ＪＡ佐久浅間合併25周年を
記念し、道の駅ヘルシーテ
ラス佐久南にて感謝セールを
開催します。日頃のご愛顧に
感謝し、信州蓼科牛の特別
販売（通常販売価格の50％
OFF）・信州米豚の焼肉振舞いなど特別企画を盛りだく
さんでお待ちしてます。詳細はホームページで。
※当日は駐車場の混雑が予想されます。佐久野沢支所

に臨時駐車場（シャトルバス運行）を設置しますの
で是非ご利用ください。 

●開催日：6月7日㈯・8日㈰
●時　間：午前9時〜（特別企画商品は完売次第終了）
■お問い合わせ　道の駅ヘルシーテラス佐久南
　　　　　　　　TEL 0267ー78ー3383

JA共済地域貢献活動
当JAは地域貢献活動の一環で、毎年管内小学校の新
入学児童に交通安全傘を寄贈しています。今年は28
校に1521本を送りました。
沖浦共済部長（右）が軽井沢西部小学校へ贈呈しまし
た。

ＪＡバンクの
ATM

他金融機関・
コンビニ等
提携ATM

ＪＡネットバンク
サービス

ジェイデビット

クールビズ取り組みのお知らせ
当ＪＡでは、５月から１０月末までクールビズに取り
組みます。実施期間中は店舗・事務所内を弱冷房と
し、軽装での営業とさせていただきます。ご理解とご
協力をお願いいたします。
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わたしたちＪＡグループは、

「持続可能な開発のための２０３０アジェンダ」に賛同し、

その達成に向けて、事業・活動に取り組みます。

年
間
を
通
し
て
野
菜
や
花
を
栽
培
し
た
い

年
間
を
通
し
て
野
菜
や
花
を
栽
培
し
た
い

千
葉
県
出
身
の
浅
見
満
さ
ん
は
佐
久
穂
町
の
４
ha
の
圃
場
で

レ
タ
ス
の
栽
培
を
し
て
い
ま
す
。

高
校
卒
業
後
は
公
務
員
と
し
て
働
い
て
い
ま
し
た
が
、
新
し

い
こ
と
を
や
っ
て
み
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ

の
時
期
に
新
潟
県
で
水
稲
栽
培
を
し
て
い
る
祖
父
が
体
調
を

崩
し
、
会
い
に
行
っ
た
こ
と
で
農
業
が
気
に
な
り
、
就
農
相

談
会
に
参
加
。
里
親
研
修
制
度
な
ど
を
し
て
い
る
長
野
県
に

興
味
を
持
ち
、
佐
久
穂
町
の
農
家
を
紹
介
さ
れ
て
住
み
込
み

で
学
び
、
平
成
19
年
に
独
立
し
今
年
で
18
年
目
。
気
候
の
変

化
や
土
の
状
況
が
畑
に
よ
っ
て
違
う
た
め
、
そ
の
日
の
作
業

や
肥
料
散
布
な
ど
を
日
誌
に
つ
け
る
こ
と
を
心
が
け
て
い
ま

す
。

浅
見
さ
ん
は
「
農
作
物
を
育
て
る
の
は
土
の
状
況
や
毎
年
の

気
候
な
ど
が
違
い
難
し
い
が
、
成
長
す
る
姿
を
見
る
の
は
と

て
も
楽
し
く
や
り
が
い
が
あ
る
。
今
後
は
年
間
を
通
し
て
多

品
目
栽
培
を
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
す
。
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